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千
年
の
恋
物
語 

沼
津
昔
ば
な
し
「門
池
の
竜
伝
説
」 

 

沼
津
門
池
に
昔
か
ら
伝
わ
る
竜
伝
説
が
あ
り
ま

す
。 「

昔
々 

天
に
た
い
そ
う
仲
の
良
い
夫
婦
の
竜

が
す
ん
で
お
り
ま
し
た 

夫
婦
の
竜
は
結
婚
の
お

祝
い
に
帝
釈
天
様
か
ら
い
た
だ
い
た
七
色
に
輝
く

玉
を
大
切
に
大
切
に
し
て
お
り
ま
し
た 

妻
の
竜

が
ふ
と
し
た
お
り
に
そ
の
玉
を
地
上
に
落
と
し
て

し
ま
い
ま
し
た 

あ
わ
て
た
妻
の
竜
は
天
上
に
戻

れ
な
い
こ
と
を
知
り
な
が
ら
地
上
に
お
り
て
い
き

ま
し
た 

玉
の
落
ち
た
先
は
沼
津
門
池
の
池
の
中

で
し
た 

来
る
日
も
く
る
日
も
探
し
ま
し
た
が
な

か
な
か
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ず
帰
る
こ
と
も
で

き
な
い
ま
ま
と
う
と
う
九
百
九
十
九
年
が
た
ち
ま

し
た 

そ
の
姿
を
哀
れ
に
思
っ
た
帝
釈
天
様
は
『
玉

を
落
と
し
た
日
か
ら
千
年
目
に
玉
が
光
っ
て
い
る

よ
う
に
し
ん
ぜ
よ
う
』
と
夫
の
竜
に
伝
え
ま
し
た 

そ
の
日
山
も
川
も
門
池
も
天
か
ら
は
っ
き
り
と
見

え
ピ
カ
ッ
と
門
池
の
真
ん
中
が
光
り
ま
し
た 

下

界
か
ら
は
お
経
を
唱
え
る
声
が
き
こ
え
て
き
ま
す 

夫
の
竜
は
玉
を
見
つ
け
一
生
懸
命
御
祈
り
を
し
ま

し
た 

す
る
と
雲
が
空
を
お
お
い
大
粒
の
雨
が
ふ

り
だ
し
ま
し
た 

雨
雲
に
身
を
ゆ
だ
ね
夫
婦
の
竜

は
天
へ
登
っ
て
い
き
ま
し
た 

そ
し
て
夫
婦
の
竜

は
末
永
く
仲
良
く
く
ら
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
」 

と
い
う
一
〇
〇
〇
年
の
恋
物
語
で
す
。 

実
際
に
門
池
の
中
心
に
大
き
な
松
が
あ
り
、
松
の

樹
に
藁
で
竜
の
か
た
ち
を
造
り
、
し
ば
り
つ
け
、
雨

乞
い
の
た
め
、
近
く
の
僧
が
読
経
し
た
そ
う
で
す
。

門
池
小
学
校
の
お
た
よ
り
に
は
「
竜
の
子
」
と
あ
り
、

校
舎
の
廊
下
に
は
六
枚
の
大
き
な
竜
の
物
語
の
画

が
飾
ら
れ
て
あ
り
、
門
池
地
区
で
は
知
ら
な
い
人
は

い
な
い
有
名
な
お
話
で
す
。 

沼
津
香
陵
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
会
長
森
育
夫
）

が
協
力
し
、
今
年
度
記
念
事
業
の
中
の
地
域
文
化
事

業
の
一
環
と
し
て
、
沼
津
市
の
許
可
の
も
と
看
板
が

贈
呈
さ
れ
、
六
月
二
十
一
日
（
土
）
午
前
十
時
よ
り

沼
津
市
、
歴
史
民
話
文
化
学
会
、
沼
津
市
立
門
池
小

学
校
、
沼
津
香
陵
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
等
、
関
係
者

が
集
ま
り
、
伝
説
の
再
認
識
を
図
り
、
除
幕
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

近
年
、
門
池
周
辺
は
、
技
能
五
輪
世
界
大
会
以
後
、

日
増
し
に
整
備
さ
れ
、
三
明
寺
の
裏
の
高
台
の
公
園
、

東
側
の
公
園
、
西
側
に
は
門
池
地
区
セ
ン
タ
ー
も
完

成
し
、
フ
ァ
ル
マ
バ
レ
ー
構
想
の
や
す
ら
ぎ
環
境
空

間
に
一
変
し
ま
し
た
。
当
日
、
特
別
な
催
し
と
し
て

歴
史
民
話
学
会
か
ら
民
話
観
光
AR
ア
プ
リ
の
発
表

や
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
体
験
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

 
 
 
 
 
 
 

三
明
寺
住
職 

大
嶽
正
泰 

合
掌 

 
 

夏  号 

今年も咲いた三明寺の蓮の花 

iphone アプリ 

AR 駿河伝説 
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【
檀
信
徒
行
事
予
定
】 

 

六
月 

○
道
了
講 

 

10
日 

〇
鈴
木
家
ご
法
事 

 

14
日 

〇
房
野
家
ご
法
事 

 
 

○
地
蔵
講 

 

17
日 

〇
渡
辺
家
ご
法
事 

 

22
日 

〇
小
川
家
ご
法
事 

○
大
関
家
ご
法
事 

 
28
日 

〇
村
上
家
ご
法
事 

 

29
日 

○
村
島
家
ご
法
事 

七
月 

○
道
了
講 

 

1
日 

〇
山
口
家
ご
法
事 

 

5
日 

〇
清
水
家
ご
法
事 

 
 

〇
市
川
家
ご
法
事 

○
古
屋
家
ご
法
事 

 

6
日 

〇
稲
葉
家
ご
法
事 

 
 

〇
伊
海
家
ご
法
事 

 
 

○
新
盆
供
養
会 

 

6
日
2
時 

○
お
盆
棚
経 

 

12
～
15
日 

○
加
藤
家
ご
法
事 

 

19
日 

○
地
蔵
講 

 

22
日 

〇
相
沢
家
ご
法
事 

 
 

〇
天
野
家
ご
法
事 

 

26
日 

○
渡
辺
家
ご
法
事 

 

27
日 

八
月 

○
菅
原
家
ご
法
事 

 

3
日 

○
道
了
講 
 

5
日 

○
久
保
田
家
ご
法
事 

9
日 

 

○
お
盆
棚
経 

 

13
～
15
日 

○
戸
村
家
ご
法
事 

 

16
日 

○
じ
ぞ
う
寄
席 

 

17
日 

 

○
酒
か
す
地
蔵
菩
薩
大
祭 

24
日 

 

【
住
職･

寺
族
の
予
定
】 

六
月 

○
竜
伝
説
看
板
除
幕
式 

21
日 

○
梅
花
宗
務
所
講
習
会 

24
日 

○
沼
津
市
仏
教
会(

無
縁
仏) 

25
日 

○
梅
花
サ
イ
パ
ン
戦
没
慰
霊 

25
日 

○
楞
厳
院
施
食
会 

 

28
日 

○
保
護
司
会 

 

30
日 

 

七
月 

○
保
護
司
会(

社
明
運
動) 

4
日 

○
大
日
寺
施
食
会 
 

11
日 

○
霊
山
寺
施
食
会 

 

15
日 

○
興
福
寺
施
食
会 

 

16
日 

○
狩
野
川
灯
篭
流
し 

25
日 

 

八
月 

○
慈
雲
院
施
食
会 

 

2
日 

○
桃
源
院
施
食
会 

 
 

○
龍
音
寺
施
食
会 

 
 

○
興
隆
寺
施
食
会 

 

5
日 

○
大
通
寺
施
食
会 

 

7
日 

○
藤
泉
院
施
食
会 

 

11
日 

○
梅
花
講
習 
宗
務
庁 

27
日 

 

【
三
明
寺
文
化
倶
楽
部
の
予
定
】 

 

○
土
曜
日
坐
禅
と
写
経 

 

6
時 

○
日
曜
日
坐
禅
と
法
話 

 

6
時 

○
月
例
坐
禅
会 

 

8
日 
19
時
30
分 

○
月
例
写
経
会 

 
 

７
／
28
日 

 
9
時
30
分 

○
御
詠
歌(

寺
族) 

第
一
・
第
三
火
曜 

10
時
30
分 

○
や
す
ら
ぎ
大
学 

 
 

 

第
三
火
曜 

13
時
30
分 

  

【
お
知
ら
せ
】 

 

□
酒
か
す
地
蔵
菩
薩
大
祭
と
施
食
会 

｜
塔
婆
供
養
・
万
燈
供
養
の
お
す
す
め
｜ 

 

お
地
蔵
様
は
六
道
（
地
獄･

餓
鬼･

畜
生･

修
羅･

人
間･

天

上
）
を
お
救
い
下
さ
る
仏
様
で
す
。
ご
先
祖
様
の
供
養
と

共
に
万
灯
を
お
供
え
致
し
ま
し
ょ
う
。 

 □
永
代
供
養
の
ご
相
談 

少
子
高
齢
化
の
時
代
に
入
り
、
残
さ
れ
た
人
達
に
負
担
を

か
け
な
い
よ
う
生
前
よ
り
お
申
込
み
の
方
も
い
ま
す
。 

□
写
経
会
教
室
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か 

写
経
会
は
月
一
回
開
催 

最
終
の
月
曜
日
の
予
定
で
す
。 

七
月
は
二
十
二
日
午
前
九
時
半
よ
り 

先
生
は
山
本
芙
美
子
先
生
で
す
。 

参
加
料
は
千
円 

□
梅
花
流
御
詠
歌
へ
の
お
す
す
め 

寺
族
に
よ
る
指
導
で
詠
讃
歌
を
お
唱
え
す
る
お
仲
間
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
健
康
に
も
良
い
で
す
よ
。 

男
性
も
大
歓
迎
で
す
。 

□
や
す
ら
ぎ
大
学 

宗
派
を
超
え
た
お
坊
さ
ん
を
招
い
て
の
仏
教
講
座
で
す
。 

約
五
十
名
の
皆
様
が
聴
講
し
て
い
ま
す
。 

次
回
は
九
月
十
六
日
午
後
一
時
半
よ
り
。 

□
歌
声
ク
ラ
ブ 

毎
月
一
回
、
な
つ
か
し
い
歌
を
み
ん
な
で
歌
い
ま
す 

 
 

平
成
二
十
六
年
七
月
一
日 

第
五
十
一
号

発

行
（
宗
）
曹
洞
宗 

大
嶽
山 

三
明
寺

編

集 
 

大

嶽

正

泰 

住

所 

沼
津
市
大
岡
三
明
寺
四
○
五
一

電

話 
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春彼岸檀信徒・ﾍﾟｯﾄ供養会（3/21） 

愚尚庵禪學佳秀庵主の法舞 
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 やすらぎ大学 

曹洞宗大泉寺小島捷亮老師（4/15、5/20） 真宗大谷派専念寺曽我祐賢師（6/17） 

三明寺に移設する不動明王立像 

じぞう寄席 桂文治師匠（5/25）  

梅花流ご詠歌全国大会 出雲（5/29） 

曹洞宗宗門護寺会（5/14-16） 


